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【概要】
地⽅独⽴⾏政法⼈⻘森県産業技術センターりんご研究所（以下「りんご研究所」とい

う。）は、建設から５０年以上経過し、給⽔管の腐⾷や、耐震性能が現⾏基準を満たし
ていないことなどから、早急に改築（建て替え）する必要がある。

そのため、令和６年度に設計業務委託、令和７〜８年度に改築⼯事を実施する。

建設予定地は、既存の園地利⽤など利便性を考慮し、現庁舎の隣接地とする。
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１ 本県りんごの優位性と位置づけ

本県は、夏季冷涼な気候で病害⾍の発⽣も少なく、りんご⽣産に適しているこ
とから、津軽地域や三⼾郡の中⼭間部を中⼼に、古くからりんご産地が形成され
ている。

本県のりんご栽培は、140年以上の歴史を持ち、全国の⽣産量の50パーセント以
上を占め、高い栽培技術と集出荷体制により、現在に至るまで高品質・安定⽣産
と計画出荷を支えてきた。

農業産出額を⾒ると、令和４年まで８年連続で3,000億円を突破しており、この
うち果実は全国１位の1,051億円と産出額全体の30パーセント以上を占めている。
また、りんごの輸出額は180億円を超え、全国の
９割以上が本県産とされている。

このように、りんごは本県農業の一翼を担ってい
るほか、関連産業の裾野が広く、観光面でも重要な
役割を担っている。 ３弘前市のりんご市場



＜参考データ＞

４



２ りんごを巡る情勢変化と課題

（１）⽣ 産
全国のりんご産地では、⼈⼝減少や高齢化の進⾏により、担い⼿や雇⽤労働

⼒の確保が難しくなっており、需要の減少以上に⽣産量が減少している。

本県においても、担い⼿の確保・育成のみならず、第三者も含めた技術や経営
のスムーズな継承、新たな⽣産⽅式の導入や先端技術の実証など、労働⽣産性の
向上に向けた取組の強化が求められている。

また、りんご栽培は機械化が遅れ、依然として⼿作業が多いことから、⽣産量
の維持・拡大を図っていくため、速やかにＩＣＴ等の先端技術を活⽤したスマー
ト農業機械の開発・導入を推進していく必要がある。
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（２）流通・消費
新型コロナウイルス感染症の影響により、外⾷から内⾷へのシフトやＥＣ（電

子商取引）市場の拡大など、新たな⽣活様式の定着が、これまでにない消費動向
となっている。

海外へは台湾を主体に輸出されているが、ＴＰＰや日ＥＵ・ＥＰＡ、ＲＣＥＰ
の締結など経済のグローバル化が進展しており、国内外において、りんごのみな
らず、様々な果実との販売競争の激化が懸念される。

今後は、国内外の市場動向を⾒据え、りんごが有する機能性等をアピールしな
がら、官⺠一体で販路開拓に取り組んでいく必要がある。

６りんごの選果作業 ⻘森りんご



（３）加 ⼯
本県では、りんご⽣産と並⾏し、ジュース製造など加⼯分野も発展しており、規格外

品の付加価値向上のみならず、⽣⾷向けりんごの品質維持にも貢献している。

近年は、カットりんごやプレザーブ、菓子製造向けなど、従来よりも付加価値の高い
加⼯向けりんごの需要拡大がみられる一⽅で、⽣⾷向けの市場価格の上昇が加⼯原料価
格にも影響し、安定確保が難しい状況が続いている。

今後、⽣産と加⼯を一体的に振興していくため、規模拡大の一部を加⼯専⽤園とする
など戦略的に加⼯・業務⽤に仕向ける取組を進める必要がある。

カットりんごとりんごプレザーブ ７



（１）現 状
りんご研究所は、明治４４年以来の⻑い歴史を持ち、日本唯一のりんご専門の

研究機関として、栽培技術や病害⾍防除技術、新品種の開発・普及等により⽣産
者を支えてきた。

平成２１年に県内の試験研究機関を統合し、地⽅独⽴⾏政法⼈として設⽴され、
近年では、⿊星病の発⽣を防⽌するため、関係機関と連携し、落葉収集機の開発
など、本県のみならず国内のりんご産業の発展に欠かせない存在となっている。

ところが、当研究所庁舎は、建設から５０年以上経過し、給⽔管の腐⾷や、耐
震性能が現⾏基準を満たしていないなど、試験研究の継続が困難な状況となって
いることから、早急に対応する必要がある。

３ 施設整備の必要性

８
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（２）庁舎整備の必要性
① ⽼朽化

平成19年に耐震化と外壁の⻲裂補修等を⾏ったが、15年以上経過し、再び外
壁や内壁に⻲裂が発⽣している。

地下埋設部分を含め⽔道配管を改修していないため、サビにより⽔質が悪化
している。現在、フィルターを通して⽔道⽔を使⽤しているが、毎週、配管に
溜まったサビを洗い流している。

このため、適正な試験研究、研究員の健康管理が懸念されるとともに、天井
板の落下、床の歪みによりキャビネット等が⽔平を保っていないなど、職場環
境として危険な状態となっている。

10外装の⻲裂 内装の⻲裂 ⽔道のサビ フィルター使⽤



② 耐震強度等の不備
平成28年に劣化状況調査※を実施した結果、耐震基準不適格、給⽔管の腐⾷劣化、

内壁のクラック発⽣、コンクリート強度の低下が指摘された。
※ 昭和56年以前の旧耐震基準で建築された28施設について、⻘森県県有施設⻑寿命
化指針を準⽤し、今後30年間の使⽤を目標とする⻑寿命化計画の策定及び施設劣化
状況の調査を専門業者へ委託し実施したもの。
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（１）上位計画との整合性
「農林⽔産⼒」強化パッケージ及びセンター第四期中期目標に基づき、最先端の試
験・研究成果を取り入れながら、国内外の⽣産事業者等との連携を図る。
また、スマート技術の活⽤や、農林⽔産物の高品質・安定⽣産、消費者ニーズに

対応した⾷産業の振興など、県⺠所得の向上に寄与する試験・研究開発等に取り組
み、ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）にもつながる産業分野でのＤＸを
推進する。さらに、これらの成果を積極的に情報発信していく。

（２）施設の建設場所
現りんご研究所の隣接地とする。

４ 施設整備計画
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研究開発拠点
① 日本唯一のりんご研究所として、全国をリード
② 優秀な研究員が集まるよう、機能を充実させた研究開発拠点として整備

技術支援及び⼈財育成拠点
① 課題の早期解決を図るため、県⺠にきめ細かな技術を支援する拠点として整備
② 将来のりんご産地の維持・発展に向けた⼈財育成の拠点として検討

（令和６年度以降、⻘森りんご総合戦略の中で検討）

情報発信拠点
① 県⺠理解の促進はもとより、県外に向けて本県りんご産業の情報を発信
② 関係機関と連携しながら、りんご産業観光の拠点として活⽤を検討

（令和６年度以降、⻘森りんご総合戦略の中で検討

（３）新庁舎のコンセプト

13



「りんご」をキーワードとして、外観をデザインすることとし、公募型プロポーザル⽅
式で決定。

14

（４）新庁舎のデザイン



遺伝子解析室
遺伝子解析⽤のＤＮＡを抽出・解析し、は種後２〜

３週間で⽣える葉を分析することで、どんな実になるか
予測し、「ふじ」に続く新品種を早期に開発するために
新設
このことにより、交配から品種登録の期間が２５年

から１５年に短縮

⼈⼯気象室
日焼け果の発⽣等につながる気象変動を再現試験する

ためのポット樹⽤の温度・湿度・照度を制御するチャ
ンバー（小空間）を新設

15

（５）新庁舎の新機能



オープンラボ
・収穫ロボット等の開発に向けた⼯業部門との
「農⼯連携」などを推進

・最先端の技術を持つ⺠間企業や他研究機関との
共同研究を推進

セキュリティーゲート
知的財産を保護するため、制限エリアと非制限エリアを明確に区分

多目的トイレやエレベーター
障がいのある⽅の執務や来所に対応するため新設

オープンラボイメージ

16



ＣＡ冷蔵庫
新品種の周年出荷体制を構築するため、貯蔵試験に必要な最新の設備を導入

ＡＩ選果機
モモシンクイガなど、病害⾍発⾒等に必要な最新の設備を導入

執務室のワンフロア化
所内各研究部門の連携を強化するため導入

17

（６）新庁舎の機能強化



建設⽤地の面積や単年度当たりの建設コストを勘案し、鉄筋コンクリート造２階建
とする。（デザインにより、変更の可能性有り）

【構造】

【規模】
現有の規模（約4,617㎡）を基本とし、別棟の研修館、収納センター（選果・調

整・貯蔵室）を合理的に配置することなどで、同規模以内とする。

【事業費】
必要な予算について、財政課と協議中

18

（７）その他構造等



解体し、機能を庁舎に移転

地域と一体となってりんご
産業観光を振興（⻘森りん
ご総合戦略で別途検討）

＜施設位置図＞
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建て替え



【今後のスケジュール】
Ｒ６． ４⽉ 県は、運営費交付⾦交付要綱の制定・通知

〜 以下センターの取組 〜

第一回審査委員会の開催（公告内容、評価項目について審査）
設計プロポーザルの公告開始

６⽉ 参加業者は、技術提案書をセンターへ提出
第二回審査委員会の開催（技術提案書の書面審査）
第三回審査委員会の開催（プレゼン審査）
技術提案書の特定（最優秀者と優秀者を決定）

７⽉ 最優秀者と設計業務委託契約を締結（基本設計の作成開始）
９⽉ 基本設計の完成（実施設計の作成開始）

Ｒ７． ３⽉ 実施設計書完成

20



施設整備計画
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＜平面図イメージ１階＞

※赤線はセキュリティライン
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＜平面図イメージ２階＞
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＜面積の算定＞
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室名 室名 現況 計画

1 所長室 39.00 32.00 県内５研究所の平均面積33.10㎡とほぼ同等面積

6 応接室 多目的スペース（会議室） 52.00

6

多目的スペース
（大会議室）
※研修館

多目的スペース（会議室） 0.00

150人（１机2人掛け2m×0.8ｍ＝1.6㎡、1.6㎡＋通路0.6

㎡=2.2㎡、

ﾀﾃ25列×ﾖｺ3列=75机、165㎡、講師ｽﾍﾟｰｽ24㎡、最後部通

路11㎡）

6 講義室 多目的スペース（会議室） 78.00

7 会議物置 0.00 31.20
机30個、椅子150個、演台2台、マイク等を保管できる面

積

8 中会議室 130.00 48.00
36人（１人当たり2m×0.8ｍ＝1.6㎡

1.6㎡×30人≒48㎡

29 小会議室１ 0.00 24.00 6～8人がweb会議や打合せ等ができる面積

30 小会議室２ 0.00 24.00 6～8人がweb会議や打合せ等ができる面積

31 相談スペース 0.00 12.00
2～3人が打合せ等ができる面積

6㎡を2室、計12㎡

49 小会議室３ 0.00 16.00 5～6人がweb会議や打合せ等ができる面積

研修館（別棟） 326.39 解体し、本館に機能を集約

586.39 355.20

2 総務室 執務室 104.00

青森県オフィススタンダート（合庁）に基づき、

職員等36人×7.5㎡＝270㎡、研修生等10名×6㎡=60㎡、

計330㎡

※6㎡は書類等が少ないことから職員より１回り小さく想

定した。

2 栽培部研究室 執務室 130.00 ワンフロア化に伴う減

2 品種改良部研究室 執務室 104.00 ワンフロア化に伴う減

2 病虫部研究室 執務室 130.00 ワンフロア化に伴う減

468.00 331.50

9 物品庫１ 事務物品庫 26.00 26.00 現状、物品の整理により１室に集約した面積相当

10 物品庫２ 事務物品庫 8.00 8.00 灯油ポリタンク保管場所

13
野外調査用具室
（３部合体）

0.00 統合による利便性の向上

13 倉庫（品種改良） 野外調査用具室（品開） 19.50 統合による利便性の向上

13 倉庫（栽培）２ 野外調査用具室（栽培） 26.00 　　　〃

14 倉庫（栽培）１ 野外試験機器保管室 19.50 19.50 統合による利便性の向上

15 物品庫３ 農薬保管室 15.00 統合及び１室当たりの面積の増による利便性の向上

15 暗室 農薬保管室 12.00 　　　　　〃

No.
現況 計画

所長室

会
議
室

面積（㎡）
面積の考え方

小　計

小　計

事
務
室

331.50

200.00

60.00

24.00

倉
庫
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19 苗木用冷蔵庫 0.00 30.00 苗木1千本を保管することが可能な面積

34 野外調査用着衣管理室 0.00 64.00

洗濯機や乾燥室、合羽、防寒着、防寒長靴、剪定ノコギ

リ、ハサミなど管理用具の収納スペースに加え、管理用

具などの保守作業等を行う作業台を設置、研究員や技能

技師、非常勤職員31名以上が利用できる面積

65 実験備品庫 0.00 16.00
数千サンプルの遺伝子型解析のためのプラスチック製消

耗品等を保管することが可能な面積

126.00 247.50

16 品種改良実験室１ 新品種開発実験室 52.00 96.00 実験台等調査ｽﾍﾟｰｽの確保による効率化

17 低温室１ 低温室１(病虫) 26.00 26.00 現状どおり

18 低温室２ 低温室２(栽培） 26.00 26.00 現状どおり

情報処理室 26.00

品種改良実験室２ 120.00

20 選果、調整、貯蔵施設 選果、調整、貯蔵施設 857.00 660.00
りんご箱1,600箱（32ﾄﾝ）28.8㎡を出荷まで保管・選果調

整するほか、トラックや運搬車で乗り入れやフォークリ

フトの取り回しが可能な面積に加え、選果機を設置

28 オープンラボ 0.00 64.00
実習生10名程度までで使用

２組織まで同時に受入できるよう分割化の構造とし、そ

れぞれ分析・調査に応できる面積とする。

35 生物実験室 0.00 64.00
ポット樹など試験材料を室内に搬入出しやすいよう運搬

車の出入り可能な構造・面積とした。

36
貯蔵実験室
栽培実験室

環境適応栽培管理実験室 104.00 64.00
研究員1～3名で使用

果実品質調査等に要する機器の導入が可能な面積

37 人工気象室 0.00 56.00

研究員1～3名で使用

40リットル容量のポット樹を10程度収納でき、かつ温度

や光条件を設定できるﾁｬﾝﾊﾞｰを4基格納できる面積。樹齢

を揃えた精度の高い試験ができるよう４室としている。

廃止

倉
庫

研
究
ス
ペ
ー

ス

小　計
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38 準野外条件飼育室 0.00 16.00
研究員１～２名で使用

害虫の寄生枝等を置くための棚や作業台の導入が可能な

面積

41 天敵増殖室 昆虫作業室 14.00
研究員1～3名で使用

害虫の生態等の調査用に供する機器等の導入が可能な面

積（当初80㎡だったが、56㎡に要求見直し）

41 標本室 昆虫作業室 26.00 　　　　〃

42 昆虫実験室 昆虫生態実験室 52.00
研究員1～3名で使用

検疫害虫等に対する農薬の効果、対象害虫の飼育用

42 昆虫標本室 昆虫生態実験室 26.00 　　　　〃

43 昆虫飼育室 人工環境制御室 60.00 80.00
研究員1～3名で使用

温暖化の進行に伴う害虫の発生状況等変化の調査用

44 病理実験室１ 植物病理診断室 52.00
研究員1～3名で使用

検疫害虫等に対する農薬の効果、対象害虫の飼育用

44 病理精密実験室 植物病理診断室 52.00 　　　　〃

45 病理培養室 土壌病害実験室 26.00
研究員1～3名で使用

土壌病害に対する農薬の効果、菌の同定用

45 培養基調製室 土壌病害実験室 26.00 　　　　〃

46 病理実験室２ 分子生物実験室 26.00

46 病理実験室３ 分子生物実験室 26.00

47 大量培養室 培養実験室 26.00

47 電顕室 培養実験室 26.00

48 農薬実験室 農薬実験室 38.00 38.00

52 生理実験室 植物生理機能実験室 58.50
研究員1～3名で使用

温暖化の進行に伴うりんご生理の変化等を調査する機器

等の導入が可能な面積

52 天秤室 植物生理機能実験室 7.50

53 精密実験室 精密機器・成分分析室 26.00 24.00
研究員1～3名で使用

果皮色やｴﾁﾚﾝ等の成分分析に供する機器の導入が可能な

面積

54 湿式分解室 ケルダール分解室 39.00 32.00
研究員1～2名で使用

作物や土壌から窒素を取り出す機器等の導入が可能な面

積

研
究
ス
ペ
ー

ス

64.00

32.00

研究員1～3名で使用

菌の薬剤耐性検定等用

研究員1～3名で使用

菌の培養用

56.00

72.00

80.00

32.00

64.00
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55 土壌実験室 土壌・植物栄養実験室 65.00
研究員1～2名で使用

作物や土壌のNPKなど基本的な成分を分析する機器等の導

入が可能な面積

55 土壌精密実験室 土壌・植物栄養実験室 52.00

56 土壌試料調整実験準備室 土壌物理性分析室 65.00 48.00
研究員1～2名で使用

土壌の物理性調査に要する機器等の導入が可能な面積

57 肥料試料調整室 分析サンプル保管室 39.00 56.00 研究員1～3名で使用

58 肥料精密実験室 高度精密機器・成分分析室 52.00 48.00 研究員1～3名で使用

59 肥料実験室１ 土壌サンプル前処理室 91.00 56.00 研究員1～3名で使用

60 肥料試料室 作物体サンプル前処理室 39.00 24.00 研究員1～3名で使用

62 遺伝子解析室 0.00 96.00
研究員1～3名で使用

数千サンプルのDNA抽出の迅速化など遺伝子解析に供する

装置の導入・集約が可能な面積

63 精密遺伝子解析機器室 0.00 96.00
研究員1～3名で使用、数千サンプルについて遺伝子型を

安定かつ迅速に判別する機能を強化するため、関連装置

の導入・集約が可能な面積

64 植物組織培養室 0.00 32.00
研究員1～3名で使用

ｳｲﾙｽﾌﾘｰ化等を行った組織の培養に供する装置の導入・集

約が可能な面積

粉砕室 8.00

肥料実験室２ 91.00

2,320.00 2,190.00

3 女子休憩室 女子更衣・休養室 26.00 34.00
女性職員や非常勤職員の増を想定したロッカー20台や畳

敷きの横臥スペース、シャワー室を設置できる面積

4 男子更衣・休養室 0.00 60.00
ロッカー25台や畳敷きの横臥スペース、シャワー室を設

置できる面積

5 印刷室 0.00 24.00
大判印刷機及び周辺消耗品類、印刷作業用の作業台を１

台設置できる面積

電気室 電気室 36.00 33.00 現状どおり

非常用電源室 0.00 33.00
農林総合研究所の非常用電源室が70㎡であることを踏ま

えや、電源を確保すべきフリーザー等の数量を勘案した

面積

11 男女トイレ（１階） 男女トイレ（１階） 26.00 40.00

参観者の利用のほか、本館で会議、研修等を行うことか

ら、利用者の利便性の向上を図るため、便器の数を男性

用として大小それぞれ１増やし、大３、小４、女性用と

して２増やし４とした。

12 多目的トイレ 0.00 8.00
車イスが転回しやすい幅２ｍの確保、オストメイト、オ

ムツ交換台の設置

研
究
ス
ペ
ー

ス

小　計

共
通
ス
ペ
ー

ス

廃止

88.00
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１階共有部分 １階共有部分（廊下等） 381.26 145.67 車イスが転回しやすい幅２ｍの確保

当直室 36.00 平成21年から当直廃止（セコム導入）により減

休憩室 26.00

ボイラー室 68.80 部屋ごとのエアコン設置により減

32 エレベーター（１階) 0.00 4.00 車イスが転回しやすい幅２ｍの確保

33 ロビー 0.00 96.00
現状のロビー様として使用しているｽﾍﾟｰｽ(90㎡)に展示ｽ

ﾍﾟｰｽ6㎡を追加した面積

39 男女トイレ（２階） 男女トイレ（２階） 13.00 24.00
便器の数を男性用として大を2増やし、大3、小2、女性用

として3増やし4とした。

40 多目的トイレ 0.00 8.00
車イスが転回しやすい幅２ｍの確保、オストメイト、オ

ムツ交換台の設置

49 図書室 閲覧スペース 30.00 16.00 最大6名の参観者や研修生が学習できる面積

50 書庫 図書室 51.00 148.50

既存51㎡、各部の蔵書ｽﾍﾟｰｽ計30㎡、将来の蔵書ｽﾍﾟｰｽ計

51㎡、計132㎡

※将来分の51㎡は新庁舎の耐用年数を50年とし、既存の

過去50年で収集した蔵書が51㎡であることから同じとし

た。

61 エレベーター（２階) 0.00 4.00 車イスが転回しやすい幅２ｍの確保

67 給湯室（１階） 給湯室（１階） 5.00 8.00 1～2名が安全に作業できる通路幅を設ける

67 湯沸室（２階） 給湯室（１階） 5.00 執務室のワンフロア化により減

２階共有部分 ２階共有部分（廊下等） 145.67 145.67 車イスが転回しやすい幅２ｍの確保

組合控室 26.00

男女トイレ（３階） 13.00

湯沸室（３階） 5.00

３階共有部分 145.67

天秤機械室 39.00

1,078.40 831.84

4,617.79 3,988.04

共
通
ス
ペ
ー

ス

小　計

合　計

廃止

66

66



＜職員の快適性の向上に資するレイアウト案＞
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＜職場環境の向上＞
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＜バリアフリー対応＞
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№13 野外調査用具室
60m2 （7.5×8）

野外調査に必要な器具を保管する部屋

【現有面積と対応する部屋】
栽培部及び品種開発部の倉庫（19.5x2=39m2)に新

たに病害虫管理部のスペース及び共通の用具を保
管するスペースを想定。
≪増減≫ 14.5m2増

【設備機器】
≪移設機器≫ なし
≪新規更新設備≫ なし

【部屋の使用目的】
野外調査に使用する消耗品類の保管に使用する部

屋。

【面積の考え方】
現状では栽培部及び品種開発部が倉庫を利用して

いるが、手狭で使い勝手が悪い。また病害虫管理部
のスペースはなく、共用物品の保管スペースもない。
そのため、これらを一つの部屋で収納管理することに
より、試験の効率的な実施を可能とするための面積。
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No.14 野外試験機器保管室
19.5m2（4.88×4）

【現有面積と対応する部屋】
倉庫（栽培）１ 19.5 m2

倉庫（栽培）２ 26 m2

≪増減≫ 13.5 m2 減

【設備機器】
≪移設機器≫ なし（開発中試験機器類）
≪新規更新設備≫ 用具保管用シェルフ

【部屋の使用目的】
りんご及び特産果樹の野外試験用の最新機器やAI機器類な

どの保管に必要な面積。

【面積の考え方】
静電授粉器や自動走行草刈機、自動スピードスプレイヤーな

ど、スマート農業等に関する機器試験が増加しており、付帯機
器とメンテナンス機器を含めて、開発試験中機器につき保管に
注意を要するため個室とする。その他、樹幹保護具やネットなど
といった、検証試験中の農具類なども含めて保管するのに必要
な面積。

作業員１～２名が物品の出し入れを容易に行える通路幅（100
～120cm）を確保し、機器類を保管できる面積とした。

栽培セクションにおけるスマート農業研究など、
開発試験中機器類の保管

シ
ェ
ル
フ
シ
ェ
ル
フ

シェルフ シェルフ

シ
ェ
ル
フ
シ
ェ
ル
フ
シ
ェ
ル
フ

シ
ェ
ル
フ
シ
ェ
ル
フ
シ
ェ
ル
フ

シ
ェ
ル
フ

４ｍ

4.88

m

41



42



43



№17 低温室１（病虫）
26m2（6.5×4）

試験用果実の保管、害虫の越冬試験

【現有面積と対応する部屋】
低温室１ 26m2

【設備機器】
≪移設機器≫ なし
≪新規更新設備≫ スチール製棚

【部屋の使用目的】
害虫の餌果実や病害の接種試験用果実の保管、害虫

の越冬試験、病原菌の長期保存を行う。

【面積の考え方】
１～２名での作業が想定され、立ってすれ違える通路

（105～120cm）を確保する。また、棚と棚の間はサンプル
保管コンテナ等を持ち運べる間隔（80cm）を確保する他、
供試果実を収納するスペースが設けられる面積とした。

スチール製棚

スチール製棚

スチール製棚
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収納スペース
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No.18 低温室２（栽培）
26 m2（6.5×4）

【現有面積と対応する部屋】
低温室２ 26 m2

【設備機器】
≪移設機器≫
≪新規更新設備≫ スチール製棚

【部屋の使用目的】
栽培・土壌肥料セクションにおける調査調整中のりんごや

ぶどうなどの果実、枝、花粉などといった作物体、さらに分
析中の成分抽出溶液やDNAサンプルなどを一時的又は長
期的に冷蔵保管する冷蔵庫。

【面積の考え方】
分析中サンプル（フラスコや遠沈管など）を置くためのス

チール棚を設置するほか、果実や枝などの保管はコンテナ
やポリバケツ等で行うため、これらを収容し、１～２名での
作業に支障のない面積とした。

栽培・土壌肥料セクションにおける、
試験用果実、枝、花粉、分析用抽出溶液などの保管
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りんご等果実の貯蔵性評価、特性評価試験に使用
している現選果・調整・貯蔵施設の機能を集約し、
園地管理及び調査まで効率的に行う。ほ場員の控
え室、トイレ、更衣室及びＣＡ貯蔵室、冷蔵庫、
調査室を含めた選果、調整、貯蔵施設。

＜主な研究室等＞
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53

主にほ場作業員が使用するトイレ。
ほ場から直接入ることができる外扉も設置し、
作業員の他、参観者も利用可能にする。
トイレ個室サイズは、標準的な幅80㎝×奥行125㎝
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No.34 野外調査用着衣管理室
64m2（8×8）

全天候に対する作業保護衣等をまとめて保管する。

【現有面積と対応する部屋】
なし

≪増減≫ 96 m2 増

【設備機器】
≪移設機器≫ なし
≪新規更新設備≫ ロッカー、ドライルーム、スチー
ル作業台、シェルフ、洗濯機、等

【部屋の使用目的】
研究員、技能技師、非常勤労務員などの野外作業

用着衣と個人保管道具類の保管とメンテナンス。

【面積の考え方】
果樹研究は年中全天候条件下で作業・調査するた

め、保護用着衣や道具が多い。現状、野外作業する
職員は各自1㎡程度の着衣と道具を各実験室で保管
しているが、実験室のクリーン性を保つ上で好ましく
ない。

そこで、これらをまとめて管理する他、メンテナンス
用の流し台や作業台、洗濯機などを設置する。また、
安全衛生に配慮し、雨天時や雪上の作業で濡れた着
衣を乾燥するドライルームを設置する。

38名分（職員数＋非常勤職員＋アルバイト）の着衣
等保管に要する面積に加え、30名程度の同時利用を
想定（りんごの形質調査、選果作業など）し、主動線
は余裕ある通路幅（150cm）、支動線はぎりぎりすれ
違える通路幅（100cm）が確保できる面積とした。

洗濯機

洗濯機

洗濯機
スチール作業台 流し台 流し台

ハ
ン
ギ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

シェルフ

ハ
ン
ギ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

ハ
ン
ギ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

スチール作業台 スチール作業台

8m

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

８ｍ

ド
ラ
イ
ル
ー
ム
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№48 農薬実験室
38m2（8×4.75）

新規農薬（未登録）を含む農薬の保管、
調合や効果試験を行う部屋

【現有面積と対応する部屋】
農薬実験室 38m2

【設備機器】
≪移設機器≫ なし
≪新規更新設備≫ 排水処理装置、鍵付き薬品庫

【部屋の使用目的】
各種病害虫防除試験や外部からの委託試験（日植防、

青森県植防など）において、農薬の調合や散布試験を行
う部屋。農薬の保管には施錠できる棚が必要であること、
調合時や散布時のドリフトの問題から専用の部屋が必要
である。また、試験の農薬残液を適切に処分するため、排
水処理装置を新設する。

【面積の考え方】
２名での作業が想定され、鍵付き薬品庫、中央実験台を

確保し、立った状態ですれ違いできる通路（105～120cm）
が確保できる面積とした。

排水処理
装置

鍵付き薬
品庫

鍵付き薬
品庫

鍵付き薬
品庫

中央実験台

器具⼾棚 器具⼾棚

流し台 サイド実験台 乾燥棚

鍵付き
薬品庫

鍵付き
薬品庫

鍵付き
薬品庫

4.75ｍ

8m
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18.56㎡

（8×18.56㎡）
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30㎡のうち16㎡



80



81



82



83



84



85



86



87



88



89



90



91



92



93

なし
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66No.66 給湯室（１階）
８㎡（４×２）


